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このようなNGN端末を開発する

際、特に試験工程において、試験用

ネットワーク環境を準備するための

環境構築稼働が大きい。また、試験

結果について動作の善し悪しだけで

はなく、メッセージレベルでの仕様

適合性確認を行う必要があるので、

試験工数が多大になりがちであると

いう課題があった。

ある端末が、プロトコルや期待され

る動作などの網接続仕様に基づいて正

しく動作しているかどうかを「仕様適

合性（コンフォーマンス）」と呼ぶ。

NGN端末のコンフォーマンスを確認

するためには、対象となる端末から送

出されるSIPメッセージが、RFC

（Request For Comments）やその他公

開されている網接続仕様からなる、

NGN端末向けプロトコルに準拠して

いるかを検査することが必要である。

NTT研究所では、実網に接続が

許される前の開発工程において試験

を容易に行うことができるように、

検査対象端末以外のすべてのネット

ワーク構成要素（通信相手の端末や

中継サーバ等）を１台のPC上のソ

フトウェアで疑似して検査を行う試

験機を開発している。

「これまで、検査環境の構築にはあ

る程度の時間や人手が必要とされて

いました。また、検査の実施にはノ

ウハウが必要な上、試験項目数が多

くて時間がかかっていたのが現状で

す。このような問題を改善し、NGN

端末のコンフォーマンスを簡易に調

べることができるように、新たに開

発したのが今回の試験機です。」

（NTTサイバーソリューション研究所

ヒューマンアプライアンスプロジェ

クト　主幹研究員　中濱清志氏）

NGN端末向けプロトコル試験機

（以下、試験機）は、NGN端末が

NGN端末向けプロトコルに基づいて

正しく動作しているかどうか、すな

わち先に述べたコンフォーマンスを

検査するものであり、プラットホー

従来の電話網が持つ信頼性・安定

性を確保しながら、IPネットワー

クの柔軟性・経済性を備えた、次世

代情報通信ネットワーク（NGN）

が注目されている。このNGNを利

用することにより、高品質映像通信

や高音質通話などの広帯域の通信を

はじめとして、様々なメディアの通

信の実現が期待されている。NGN

が普及するための重要なファクタと

して、多種多様なNGN端末が家庭

やオフィスに普及することが望まれ

ている。このような背景から、

NTT研究所の取組みとして、NGN

端末開発の事業者向けに、NGN端

末のセッション制御に使われるSIP

の適合性を検査する、新型のプロト

コル試験機の開発を行っている。

NGNにおいては、ユーザー間の

セッション生成などの通信制御プロ

トコルとして、通信事業者毎に詳細

仕様が規定されたSIPが使用されて

いる。よって、NGN端末はその詳

細仕様に対応する必要がある。

NTT研究所では、NGNの網や接続する端末の動作をPC1台の中で擬似し、各端末がNGN
の網接続仕様に基づいて正しく動作しているかどうかを検査する「NGN端末向けプロト
コル試験機」の開発を進めている。
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ッダ行の有無やその内容、ヘッダパ

ラメータの値の範囲である。

試験実行プログラムは、シナリオ

を順次読み込み、SIPメッセージ送

受信処理をプラットホーム経由で実

行し、検査端末からのSIPメッセー

ジを受信した際はジャッジルールと

の照合を行う機能を持つ。

本試験機には、以下のような特長

がある。

① 操作ガイダンスに従った簡単な

テストの実施

本試験機は、表示される操作ガイダ

ム、シナリオおよびジャッジルール

と、それらを実行する試験実行プロ

グラムから構成される（図１参照）。

プラットホームは、NGN上の

SIPサーバ等のネットワーク設備や

相手端末を擬似し、検査端末とのメ

ッセージ送受信機能を提供する。

シナリオとは、試験手順毎にSIPメ

ッセージの送受信やそのタイミングの

手順を記述したものである。例えば検

査端末から発信し、相手端末で応答し

た後、検査端末から切断するといった

ものである。これらの正常系のシナリ

オ以外にも、検査端末から発信し、ネ

ットワークや相手端末から特定のエラ

ーメッセージを返すといったような、

準正常系のシナリオも搭載している。

このような仕組みにより、特に準正常

系・異常系など、特定のタイミングや

メッセージに依存するために、実際の

網を使って発生させることが難しいよ

うな試験も実施できるようになる。

ジャッジルールとは、検査端末よ

り送出される S I Pメッセージが

NGN端末向けプロトコルに合致し

ているかを検査するルールである。

例えば、SIPメッセージの特定のヘ
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特別企画

図3 プロトコル試験ジャッジ結果の画面表示

擬似 

検査対象端末 NGN端末向けプロトコル試験機 

パケット 

クロスケーブル 

図1 NGN端末向けプロトコル試験機の構成 図2 プロトコル試験機画面
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ンスに従うことにより、前述したシナ

リオに従った試験を簡単に進めること

ができる。これによりプロトコルのコ

ンフォーマンスを検査できる（図２参

照）。発信や着信のシナリオに従って

検査端末を操作することで送出される

全てのSIPメッセージの内容をジャッ

ジルールにより、自動的に分析できる

ようになっている。

②ジャッジ結果の分かりやすい表示

ジャッジ結果は試験終了後、ログ

として参照できる。試験中にジャッ

ジエラーが発生した場合、それを知

らせるメッセージは色分けして目立

つ文字で表示される（図３参照）。

③ログ比較機能～試験ログの差分を

抽出

この機能により、２つのログの間

でのエラー箇所や、電文1行1行の

違いが一目でわかるよう抽出できる

（図４参照）。例えば、既にNGNで

の動作実績がある既存端末のログ

と、開発中の端末のログを比較し、

明確に規定されていないメッセージ

レベルでの差分を抽出し、既存端末

のログに合わせて、開発中の端末を

修正するなど、コンフォーマンスの

向上に向けた対応が行える。

NGN端末向けプロトコル試験機を

導入することによって、図５で示す

ような効果が得られるようになる。

機械的に一定品質の検査を実施でき、

問題点の自動解析を行うことが可能

となる。

今後の展開について、前出の中濱

清志氏は次のように語っている。

「本年のR&Dフォーラムで発表し

た際にも、多くの反響をいただきま

した。例えば『このような試験機が

あれば作業がずっと今より楽だった

と思います。ぜひ世に出してくださ

い』といったように、端末開発の関

係者の方々に試験機の機能や特長に

共感していただきました。

NGN普及のためには、NGNの利

点を活かした新しいサービスを提供

できるような端末が世の中に出てく

ることが鍵となるでしょう。今後は、

NGN端末の開発や試験に関わる方々

にこの試験機を利用していただける

ような体制を作り、NGNの発展に貢

献していきたいと考えております。」
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実網と同様の環境を用意（コスト大） 
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図5 NGN端末向けプロトコル試験機の導入効果
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図4 ログ比較機能の概要
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